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は　　じ　め　に

　現代資本主義下での，恐慌 ・産業循環の法則の現象彩態における変化を解明する際

に， 恐慌が果たす具体的機能についての検討が重要である。恐慌の本質は，ｒ既存の諸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
矛盾の一時的な暴力的な解決　　撹乱された均衡を一瞬間回復する暴力的な爆発」であ

るとされる。そのような本質は，資本一般の論理次元におげる抽象的な性格を持った規

定であり ，それだげでは現代の恐慌 ・産業循環の分析にとっ ては不十分である。そこ

で， 恐慌 ・産業循環の具体的過程（競争論およぴ信用論の固有の領域）におげる，恐慌の果

たす具体的機能についての検討が必要とたる 。

　恐慌 ・産業循環の法則の現象影態の変化は，恐慌の果たす具体的機能の変化を伴って

いる。現代の恐慌 ・産業循環の分析において，自由競争下の資本主義で恐慌が果たした

具体的機能をそのまま前提するわげにはいかず，その新たな内容が解明されたくてはな

らない。その際に，恐慌の果たす具体的機能をあらわす重要た概念の１つである，「資

　　　　　　　　　　　　　　２）
本の破壊」（Ｚｅｒｓｔ・ｒｍｇ　ｖｏｎ　Ｋａｐ・ｔａ１）という概念について検討することが有効である 。

　資本の破壌の過程の変化を解明するためには，資本の破壌の概念それ自体が明確とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１９）
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っていたくてはならたい。しかし，この概念については，マノレクスのｒ剰余価値学説

史』およびｒ資本論』で断片的に取り上げられているにすぎず，それ以後の研究におい

ても十分に解明されているとはいえない。そこで，本稿では，第１に，自由競争下の資

本主義を前提して，資本の破壊の概念の内容について検討する 。

　恐慌の果たす具体的機能は，恐慌の発現過程のメカニ ズムと不可分である。自由競争

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
下での周期的恐慌は，その一構成部分としての貨幣 ・信用恐慌を起点として発現した。

それゆえ，恐慌の果たす具体的機能の重要な一部分は，貨幣 ・信用恐慌が果たす機能で

ある。そこで，本稿では，第２に，資本の破壌の概念を貨幣 ・信用恐硫との関連で検討

する 。

　　１）　Ｋａｒ１二Ｍ二ａｒｘ，刀ｏｓ　Ｋ功伽Ｚ，Ｂｄ　ＩＩＩ（Ｋ〃グＭ〃卜〃〃〃２０ん五れｇ必　Ｗ；〃肋，Ｉｎｓｔ１ｔｕｔ　ｆｕｒ

　　　
１〉［ａｒｘ１ｓｍｕｓ－Ｌｅｎ１ｎ１ｓｍｕｓ　ｂｅ１ｍ　ＺＫ　ｄｅｒ　ＳＥＤ，Ｄ１ｅｔｚ　Ｖｅｒ１ａｇ，Ｂｅｒｌｍ　Ｂｄ２５．１９６４），Ｓ２５９

　　　邦訳ｒ資本論』犬月書店全集版，第３巻，１９６８年，３１２－３１３ぺ一ジ 。

　　２）Ｋａｒｌ　Ｍａｒｘ，丁肋〆伽肋〃６吻〃伽〃２れ（Ｋｏ〃〃ｏ附一〃〃伽〃肋ｇ２Ｚｓ肋伽，ａ．乱Ｏ ．，

　　　 Ｂｄ・２６・Ｚｗｅｉｔｅｒ　Ｔｅｉ１・１９６７）・Ｓ・４９２・邦訳ｒ剰余価値学説史』（ｒマルクス ・ユソゲノレス全

　　　集』第２６巻，第２分冊，大月書店，１９７４年），６６４べ一ジ 。

　　３）　この点については，以下の拙稿を参照。「貨幣 ・信用恐慌の発現過程におげる再生産と信

　　　用」『立命館経済学』第３２巻第１号，１９８３年。「貨幣 ・信用恐慌と中央銀行準備金」『立命館

　　　経済学』第３３巻第５号，１９８４年。

１　資本の破壊の２形態

　（１）使用価値の破壊を伴う資本の破壊

　資本の破壊に関するマルクスの考察は，ｒ同じ商品のある時期における価値とその後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
の時期こおげる価値との比較…… はむしろ資本の流通過程の根本原理をなすもの」とい

う視角からなされている。ｒある時期」と「その後の時期」は恐慌発生以前の時期と恐

慌発生以後の時期とに対応し，恐慌によって商品の価値に生ずる変化をとらえたのが資

本の破壊の概念である 。

　恐慌によっ て生ずる商品の価値の変化，すなわぢ資本の破壌は，さまざまな移態で現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
われる。それは，ｒ資本主義的生産のｒ健全な』運動に対応する諸関係が回復する」た

めの，資本家間の損失の分配が行なわれることによる。そして，ｒこの損失の分配は決

して個々の個別資本に一様に行きわたるのではたく ，競争戦のなかで決定されるのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２０）
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って，この競争戦ではそれぞれ特別な利点や既得の地位に応 ’じて損失が非常に不均等に

非常にさまざまな移で分配され，そのためにある資本は遊休させられ，他のある資本は

滅ぼされ，第三のものは単に相対的た損失を受け，またはただ一時的た減価を受げる ，

　　　　　　　　　　　　　３）
などということになるのである」 。

　資本の破壊は，主に２つの移態に区別することができる。第１に１現実の資本の破

壊， すたわち商品の使用価値の破壊を伴う資本の破壊である。第２に，資本価値に関し

てのみ生ずる，使用価値の破壊を伴わたい資本の破壌である。本節では，まず前老につ

いて検討する 。

　使用価値の破壊を伴う資本の破壊は，再生産過程の停滞の結果として生ずる。それは

第１に，機械 ・原料 ・建物などの生産手段や労働力の機能の停止である。第２に
，生産

手段の現実の破壌（生産設備の廃棄など）や商品の腐敗である。これらは・ｒ鋲の生産条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
件が現実に生産条件として作用せず，活動させられないということ」〔傍点は原文通り〕

を意味している。それによっ て， 生産力の一部分が一時的に
・あるいは永久的に破壊さ

れる。こうして，使用価値の破壊を伴う資本の破壊は
，支払い能力のある需要の縮小に

応じて商品供給量を縮小させる役割を果たすのである 。

　再生産過程の停滞が生ずるのは，すでに恐慌が発生しているからである。恐慌は，支

払い手段の欠乏による貨幣 ・信用恐慌として発生する。まず，支払い手段の獲得のため

の商品投げ売りによる市場価格低下を通じて，利潤率の低下が生ずる。そして，債務の

支払い不能が現実に現われることによっ て， 利潤率の低下はいっそう促進される。この

過程で，蓄積拡大のテソポの低下，あるいは蓄積の停止
，生産の縮小および停止が生ず

る。 このように再生産過程の停滞は，恐慌が流通過程のみたらず，生産過程をもとらえ

た結果生ずるのである 。

　再生産過程の停滞は，恐慌からの脱出後もしぱらくの問続く 。この局面では，支払い

手段の欠乏は一応解消され，資本の破壌は基本的に終了している。しかし，市場価格の

破滅的低下によっ て利潤率は低下したままであり ，生産活動は再開されているとはい

え， 急速には拡大しない。この過程で，利潤率を高めるための資本家間の競争が展開さ

れる。それは，恐院局面におげる
，商品投げ売りによる支払い手段獲得のための競争と

は異た って，恐慌の過程で生き残
った資本家問での特別剰余価値の獲得をめぐる競争で

ある。そのため
，新生産設備の導入のための旧設備の廃棄が行なわれるが，これは恐慌

の過程での，使用価値の破壊を伴う資本の破壊とは区別される必要がある ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２１）
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　　高木彰氏は，新生産設傭導入のための旧設備の廃棄を，使用価値の破壊を伴う資本の

破壊としてとらえられている。高木氏は「市場利潤率が平均利潤率以下の水準にまで低

下すると ，資本は旧来の価値水準を維持するだげのためにも利潤量の増加を図らざるを

えないのであり ，生産性の上昇の強制が強力に作用することになる。個々の資本の生

産性の上昇が最も急速におこ次われるのは，産業循環のこの局面においてであ暑
」とさ

れ， ｒ恐慌の初期に’惹起される資本価値の破壊は……ｒ資本の物質的実体』にまでも及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）ぶものとしての資本の使用価値破壊なのである」と言われる
。

　資本の過剰の顕在化は支払い手段の欠乏という形態をとるのであり
，そうした支払い

手段の欠乏の結果として，弱小資本の遊休，没落が生ずるのである。それは，恐慌がす

でに生産過程をとらえていることを意味する。没落を免れようとする大資本にとっ ても

それは例外ではなく ，利潤率の低下が生ずるのは，支私い手段獲得のための競争が商品

の投げ売りという捗態で行なわれ，その結果，商品の市場価格の低下が生じているため

である。そのような局面では，利潤率が低下したとしても，利潤が得られる隈り生産設

備の遊休，廃棄は行なわれない。また，たとえ利潤の得られたくなった設備が廃棄され

たとしても，支払い手段の欠乏が生じているもとでは，それに代わる新生産設備の導入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）という形態での競争は行ないえないのである

。

　新生産設備の導入のための旧設備の廃棄は，恐慌脱出後の不況期に行なわれる。それ

は生産力の単なる破壊ではなく ，むしろその拡大の方向に作用する。したがって，それ

は恐慌の果たす具体的機能としての資本の破壊とは区別されなくてはならない。とはい
え， 恐慌の過程での資本の破壊としての生産設傭の廃棄は，不況期におげる新生産設備
導入を促進する要因となるのではあるカミニ

　高木氏は，市場条件がさらに悪化する「資本の過剰の第二段階」において，大資本の

資本蓄積の停止が生ずると言われる。ｒ生産財のみならず…消費財についての蓄積需要が

全面的にストッ プするならぱ，弱小資本の遊休のために供給能力の減退が生じていると

はいえ，供給過剰の傾向は一層拍車をかげられることになり ，市場価格の急落は不可避

となる・かくて・市場利潤率が急落し，利潤量の絶対的減少にまでいたるという資本の

過剰の第二段階においては，大部分の範囲での資本の遊休，または破減が不可避とな
＆。

　上述のように，「資本の過剰の顕在化する時期」にはすでに市場価格の低下が生じ
，

それによっ て利潤率の低下が生じているのであり ，大資本にとっ ての資本蓄積の停止 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２２）
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資本の遊休は，それに先立つ弱小資本の遊休とまっ たく同じ性格のものである。ここで

の重要た問題は，高木氏が「その段階で生じる資本の遊休化は，資本の物質的実体まで

及ぶ使用価値破壊を伴うものではたく ，……資本の遊休化によっ ても，資本価値は単に
　　　　　　　　　１０）
減価するのみである」と言われる点である 。

　資本の遊休や破滅が資本の物質的実体に及ぶというのは，「生産手段の一都分は，固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
定資本であろうと流動資本であろうと ，機能したくなり ，資本とＬて作用しなくたる」

ということである。したがって，生産設備の廃棄が行なわれないその単たる遊休であ っ

ても，その機能の停止によっ て， 使用価値の破壊を伴う資本の破壊が生じているのであ

る。 そして，それによっ て生産力の一時的な破壊が行なわれ，商品供給量の縮小が生ず

る。 これは総資本全体にとっ て， 恐慌を引き起こす矛盾を一時的に解決するという役割

を果たす 。

　高木氏の言われる資本価値の減価は，資本の遊休によっ て直接生じるものとはいえな

い。 資本が機能しているかいないかにかかわらず，資本価値の減価は生じるのであり ，

それは，商品の市場価格の低下に基づいている。そこで，この問題については，次に ，

使用価値の破壊を伴わない資本の破壌について検討する必要がある 。

　　 １）ｎ鮒伽
，Ｚｗｅｉｔｅｒ　Ｔｅｉ１

，ａ．ａ
．Ｏ

．，

Ｓ． ４９５－４９６．邦訳，第２分冊，前掲，６６８ぺ一ジ 。

　　 ２）ルｓ　Ｋ功棚，Ｂｄ．ＩＩＩ，ａ．ａ．Ｏ ．，
Ｓ． ２６３．邦訳，第３巻，前掲，３１７ぺ一ジ 。

　　３）Ｅ肱，Ｓ・２６４・同上，３１８ぺ一ジ 。

　　 ４）丁肋ヅ伽，Ｚｗｅｉｔｅｒ　Ｔｅｉ１，ａ．ａ．Ｏ 。，
Ｓ． ４９６．邦訳，第２分冊，前掲，６６９べ一ジ 。

　　 ５）高木彰ｒ資本の過剰と資本の価値破壌」『岡山大学経済学会雑誌』第１４巻，第３ ・４号 ，

　　　１９８３年，２６４ぺ一ジ 。

　　６）　同上，２６５ぺ一ジ 。

　　 ７）置塩信雄氏も，資本の破壌を，恐慌の過程における新生産方法導入のための旧設備の廃棄

　　　ととらえておられる。ｒ下降局面では，搾取率の下落によっ て， 労働生産性の低い生産技術

　　　を体化した生産能力は資本として機能しなくなる＝資本破壌。そして，資本家は没落か新生

　　　産方法への移行かを強要される 。」（置塩信雄『蓄積論』筑摩書房，１９７６年，２５１べ一ジ
。）

　　 ８）ｒ恐慌は，過剰生産能力 ・過剰資本を破壊 ・縮小する過程で劣等な生産設備の廃棄 ・消滅

　　　を促していく 。さらに重要な作用として，恐慌の後における低価格，低利潤率，諸資本間の

　　　激しい競争を通じ，『特別剰余価値 ・利潤』を得るための新生産方法の導入，平均以上の利

　　　潤を得るための新生産物の開拓を強力に促進する作用をはたす。」（井村喜代子ｒ恐慌 ・産業

　　　循環の理論』右斐閣，１９７３年，３１７ぺ一ジ
。）

　　９）高木彰，前掲論文，２６６ぺ一ジ 。

　　１０）　同上，２６７ぺ一ジ 。

　　 １１）ルｓ　Ｋ功伽１，Ｂｄ
．ＩＩＩ
，ａ・ａ

・Ｏ
・，

Ｓ・ ２６４・邦訳，第３巻，前掲，３１８ぺ一ジ・また，ｒ資本論』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ２３）
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　　では，このことに関連して，ｒこの場合には幽昌あ壱止のためにもっとずっとひどく生産手
　　段の曳美ら鉦裏が起きるであろう 。とはいえ，この方面から見ての主要な影響ばこれらの

　　生産手段が生産手段として働かなくなるということ，生産手段としての機能の長短の期問に

　　わたる破壌であろう」〔傍点は筆者〕（Ｅｂｄ ．，

Ｓ． ２６４．同上，３１８ぺ一ジ）と述べられている 。

　　　ここでは，使用価値の破壊を伴う資本の破壌として，生産手段の廃棄よりもその機能の停止

　　の方が重視されている 。

　（２）使用価値の破壊を伴わ在い資本の破壊（資本価値のみの破壊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　使用価値の破壊を伴わない資本の破壊は，恐慌の過程で，特に重要た役割を果たす。

それは，「価値量の減価を意味し，これはその価値量がのちに再び資本としてその再生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
産過程を同じ観模で更新することを妨げる」〔傍点は原文通り〕ことである。その結果，

債務の支払いが行なえない資本家は破産し，そうでたくとも，同じ規模での生産活動が

行なえなくたる。債務の支払い不能による破産は，その限りで債務を精算し，支抵い手

段の欠乏を解消する役割を果たす。他方，恐慌の過程で生き残った資本家にとっ ては ，

使用価値が破壊されたい価値量の減価は，ｒ一方の者が失うものを，他方の者が手に入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
れる」ことによっ て， 恐慌後の再生産を促進する役割を果たす 。

　使用価値の破壊を伴わない資本の破壊の一つの重要な形態は，商品の市場価格の破滅

的低下である。それは，支払い手段の獲得のための商品投げ売りによる販売競争の結果

生ずる。それによっ て利潤率の低下が生じ，これに耐えられず，債務の支抵い不能に陥

った弱小資本は破産する。こうして，市場価格の低下という形１態での資本の破壌は，そ

の原因とな った支抵い手段の欠乏を，それによっ て解消する役割を果たすのである 。

　ところで市場価格の低下を，単に資本の破壌（資本価値の破壊）とすることには，杉野

圏明氏による次のような批判がある。ｒ長期的にみたぱあいは，市場価格の低落によっ

て生じた資本の減価は，それと同じように市場価格の上昇にともたって生じる資本の増

価によっ て相殺される……したがって，一時的た需給関係のアソバラソスから生じてく

る資本の減価は，市場価格が一時的に低落していることから生じたものであり ，そこで

は資本価値の破壌が生じたかどうかは論じえないのである。つまり ，商品価値に変動が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
たいかぎり ，市場価格はふたたび上昇し，資本の増価がみこまれるからである 。」

　市場価格の単たる低下をもっ て資本の破壊ということができないのは，それが恐慌の

過程で果たす役割との関連が不明確だからである。市場価格の低下が資本の破壌として

現われるのは，恐慌の過程で，それによっ て利潤の低下が生じ，弱小資本における債務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ２４）
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の支払い不能，破産を引き起こす場合である。杉野氏は，このような場合でも ，恐慌の

後に市場価格の上昇が始まれぱ，恐慌の過程での市場価格低下を相殺することになるこ

とを指摘される。しかし，それは恐慌の過程で生き残った資本家についてのみいえるこ

とである。市場価格低下による一都の弱小資本におげる債務の支払い不能 ・破産は，市

場価格上昇によっ て相殺されるようた性質のものではない 。

　また，生き残った資本家においても，市場価格の低下をその上昇が平等に相殺するわ

げではたい。低下した市場価格で商品を販売した資本家と ，逆にそれを購入した資本家

とでは全く相反する利害関係が生ずる。市場価格の低下は，資本家問の競争関係を通じ

て個々の資本家に異なった影響を及ぼしており ，したがって，市場価格の上昇による相

殺においても，不平等が生じ。てくるのである 。

　杉野氏は，市場価格の低下が利潤率を引き下げ，生産条件の劣等な資本の商品が市場

から引き上げられることにより ，商品の平均価値が低下するが，それはｒ新しい市場価

値が成立してくる市場条件」を示すものであり ，これが現実化するかどうかという点を

重視される。ｒこうした市場競争の結果として一時的にあらわれてくる市場価値の低下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
と， 生産性増大にもとづく市場価値の実質的低下とのちがいを明確にする必要がある ・」

そして，この視点から，「市場価格が低下しても平均利潤がえられるように，あるいは

同じことだが，資本の減価を防ぐために，諸資本は費用価格を低下させ，結果としてこ

の生産部門の商品価値は低下するのである。この市場価値の低下は，以前に生産された

商品の価値を決定的に破壊するのである。つまり ，ここで生じてきた商品（資本）価値

の破壊は，需給関係という流通過程での資本の減価が，生産過程へと作用して生じたも

　　　　　　　　　６）
のである」と言われる 。

　ここで，資本価値の破壊としてとらえられているのは生産性増大に基つく商品の市場

価値の低下であるが，それは主として，恐暁からの脱出後の不況期に生ず乱恐慌の過

程での市場価値の低下は，市場価格の低下と比較してその程度は小さく ・利潤率の低下

を有効に阻止するとはいえたい。恐慌の過程で果たす役割としては・市場価値の低下に

よるものよりも，上述のような市場価格の低下によるもののほうが大きいといえる 。

　恐慌からの脱出後の不況期においては，新生産設備導入のための旧設備の廃棄が行な

われ，生産性の上昇が急速に進み，その結果，市場価値の大幅な低下が生ずる。これ

は， 市場価格が低下しているもとで，利潤率を高めるための競争の手段として大きな役

割を果たす。Ｌたがって，それは恐慌の結果生じたことではあ っても，恐慌の過程にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２５）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
いて資本の破壊が果たす役割とは区別されたくてはならない 。

　使用価値の破壊を伴わたい資本の破壊のさらに重要な形態は，（商業）手形の不渡り ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
すたわち債務の支払い不能それ自体である。手彩は，すでに譲渡された商品の価格がま

だ最終的に実現されていないことを表わしており ，手形の不渡りは，その商品の販売が

結果的に行なわれなかったことを意味している。この場合，資本の破壌は手形の受取人

（債務の支払いを受ける側）の方に生ずる。手移の不渡りは，手形の支払い人にとっ ては破

産を意味し，受取人の方は破産した企業の債権者となるが，資産処分などによっ てもそ

の債権の額を完全に回収することはできない。（受取）手移の不渡りの発生は利潤率を激

しく低下させ，弱小資本の債務の支払い不能 ・破産を連鎖的に引き起こしていく 。これ

が貨幣 ・信用恐慌の過程である 。

　古川正紀氏は，こうした破産それ自体が資本の破壌であるととらえておられる。ｒ資

本破壊の，または価値破壊のもっとも激しく典型的な形態は企業の破産であり ，倒産で

ある。この場合の企業：個別資本は縮小再生産も単純再生産も行たうことができず，生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）き残った別の資本に吸収されたり ，文字どおり破壊され破棄される 。」

　手形の不渡りによっ て破産が生ずるのは，手形の支払い人の方であり ，破産それ自体

は資本の破壊とはいえたい。資本の破壊は，破産を生ずる原因（商品の市場価格の低下
，

〔受取〕手形の不渡り）や，その結果（生産手段の遊休，および廃棄）において現われるのであ

る。

　使用価値の破壊を伴わない資本の破壊は，その他のさまざまな彩態でも生ずる。そし

て， それを通じて，「一方の者が失うものを他方の者が手にいれる」過程が展開され

る。

　（固定）資本価値の減価が生ずるのは，恐慌の過程におげる市場価格の低下の結果であ

る。 固定資本の場合には，新生産物としての固定資本についてだげではなく ，すでに機

能している固定資本についても，市場価格の低下の影響が及ぶのである。これは，生産

性の上昇に基づく既存資本の減価とは異なる。生産性の上昇に基づく既存資本の減価

は， 主に不況期の新生産設備導入による既存設傭の道徳的磨損の発生に基ついている
。

　このような恐慌の過程におげる固定資本の減価は，それを充用する資本家に対しては

損失をもたらすが，それによっ て生産された生産物を購入する資本家に対しては，利潤

率を高める要因として作用する。また，恐慌の過程で破産した企業が行狂う資産の処分

においても，恐慌の過程での固定資本の減価が作用を及ぼす。それは通常その資産の買

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２６）
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い手にとっ て有利な条件で処分され，資本の集中を促進する要因となる。さらに，恐慌

の過程での固定資本の減価によっ て， 不況蜘こおげる新生産設傭の導入が促進される 。

　国廣や株式などの架空資本についても，資本の破壊が生ずる。「資本価値のうち，単に

剰余価値または利潤の将来の分け前に対する手形（Ａｎｗ・・ｓｍｇｅｎ）という形で存在するだ

げの都分，事実上は生産引き当てのいろいろな形の債務証書でしかないものは，それが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
当てこんでいる収入の減少とともにたちまち減価を受げる。」それは，これら有価証券

の価格の下落であるが，ｒそれは単に一方の人の手から他方の人の手への富の移転にす
　　１１）

ぎない」のである。これを通じて，資本の集中はいっそう促進される 。

　恐慌の過程では，支払い手段の欠乏が一般的に生ずる。資本家は獲得した貨幣の一部

分を退蔵し，それは資本として機能したい。これも資本の破壌の一形態である。貨幣の

退蔵は，恐慌の過程におげる支払い手段の欠乏をいっそう激化させる結果をもたらす 。

そして，不況蜘こは利潤率が上昇したいため，この退蔵された貨幣が資本としての機能

を再開するのは遅れ，ｒ資本の過多」（Ｐ１ｅｔｈｏｒａ）を捗成し，利子率低下の要因となる ・

　　 ユ）「主要た破壌，しかも最も急激な性質のものは，価値属性をもつかぎりでの資本に関して ，

　　　資本伍由こ関して，生ずるであろう 。」〔衡点は原文通り〕（肋ｓ　Ｋ・ク伽んＢｄ
．ＩＩＩ
，ａ　ａ．Ｏ ．，

　　　Ｓ．２６４．邦訳，第３巻，前掲，３１８べ一ジ） 。

　　 ２）丁肋〆伽
，Ｚｗｅｉｔｅｒ　Ｔｅｉ１

，ａ．ａ
．Ｏ

．，

Ｓ． ４９６．邦訳，第２分冊，前掲，６６９ぺ一ジ 。

　　３）Ｅ肱，Ｓ
・４９６・同上，６６９ぺ一ジ 。

　　 ４）杉野圏明ｒ諸資本の競争と資本破壌」（高木幸二郎編ｒ再生産と産業循環』ミ不ノレヴァ書

　　　房，１９７３年，所収），１４４ぺ一ジ 。

　　５）　同上，１４８べ一ジ 。

　　６）同上，１５０ぺ一ジ 。

　　 ７）なお，高木氏は，杉野氏が費用価格の低下を市場価値の低下であるとされていることに対

　　　　して，ｒ市場価値水準の変化が問題になるのは，産業循環の一周期の全体を通してのことで

　　　あり，特定の局面において確定されるものではない」（高木彰，前掲論文，２６５へ一ジ）と批

　　　判されている。市場調整的生産価格としてとらえた場合の市場価値は，確かに循環の一周期

　　　全体を通じて彩成されるが，市場価値水準の揚定要因を問題にする際には，循環の個々の局

　　　面における諸要因の検討が必要になる 。

　　　８）「そのうえに，一定の前提された価格関係が再生産過程の条件とたっており，したがって

　　　再生産過程は一般的な価格低落によっ て停滞と混乱とにおちいるということが加わる。この

　　　掻乱や停滞は資本の発展と同時に生じてあの前提された価格関係にもとづいている支払手段

　　　　としての貨幣の機能を麻痒させ，一定の期限の支払義務の連鎖をあちこちで中断しこうし

　　　　て資本と同時に発展した信用制度の崩壌が生ずることによってさらに激化され，このように

　　　　して，激烈な急性的恐慌，突然のむりやりな減価，そして再生産過程の現実の停滞と撹乱，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ２７）
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　　　したがってまた再生産の現実の減少をひき起こすのである 。」（ＤＯｓ　Ｋゆ伽Ｚ，Ｂｄ．ＩＩＩ，ａ．孔Ｏ ．，

　　Ｓ
．２６４．邦訳，第３巻，前掲，３１９ぺ一ジ 。）

　　９）古川正紀ｒ価格の運動と産業循環」（高木幸二郎編，前掲書，所収），１３４ぺ一ジ 。

　１０）ルｓ　Ｋ功棚，Ｂｄ．ＩＩＩ，ａ．ａ．Ｏ ．，
Ｓ． ２６４．邦訳，第３巻，前掲，３１８べ一ジ 。

　１１）丁肋７伽，Ｚｗｅｉｔｅｒ　Ｔｅｉ１，ａ．ａ．Ｏ ．， Ｓ． ４９７．邦訳，第２分冊，前掲，６７０ぺ一ジ 。

２　資本の破壌の過程への貨幣 ・信用恐慌の作用

　周期的恐慌の一構成部分である貨幣 ・信用恐慌は，直接的に資本の破壊の過程をなし

ている。それは，使用価値の破壊を伴わない資本の破壌としての，債務の支払い不能で

ある・この場合，資本家間での取り引きにおげる（商業）手形の不渡りと同時に，手形

割引を通じてその取り引きを代位する銀行に対する返済不能という彩態で生ずる。その

結果，企業の破産を通じて債務の精算が行なわれ，それらによって支拡い手段の欠乏が

解消されることになる。この過程は銀行業の領域においても作用を及ぽし，銀行の破産

が生ずる。これらを通じて，過剰生産 ・過剰資本と結ぴついていた過剰信用が解消され

る。

　松井安信氏は，貨幣 ・信用恐慌が過剰信用の解消をもたらす，資本の破壊の過程をた

すことを指摘されているが，その際に，信用恐慌が産業恐慌の原因だとする理論を批判

されている。ｒ利子率上昇の本質的要因は，貸付資本の需給が異常に不均衡になるほど

の貸されすぎ＝過剰信用と ，借りすぎ：過剰蓄積，その結果資本制再生産の拡大均衡の

枠を突破した過剰生産と部門問の不均衡，生産と消費の矛盾にあ った。残された唯一の

解決方法は，新市場価値ないし生産価格での均衡回復をはかるため名目化した旧資本価

値を破壊たいしは滅価するいがいにたい。その第一歩が流通過程で開始され，第二歩が

信用恐慌において遂行される。膨犬な信用貨幣は旧資本価値やすべての名目的な空資本

を代表するものであった。かくして，これらの破棄と精算の過程が信用恐慌であり ，こ

のいみからも信用恐慌の外観にとらわれて因果を転倒することの誤りが論証されるであ
　１）
ろう 。」

　貨幣 ・信用恐慌による過剰信用の解消がもたらす旧資本価値の破壌とは，ｒ資本制再

生産の特有のメカニ ズムによっ て， すでに矛盾解決の客観的指標として移成され新価値

ないし生産価格水準の規定要因に理論的には予定されているであろう資本構成の高い資

　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）本を目安として，名目化した旧資本価値の破壊，いわゆる価値革命が行なわれる」こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ２８）
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である。その際，松井氏は新価値水準の形成が繁栄局面で生じるものとされている 。

ｒ利子率が上昇に転じはじめるのは繁栄局面であ って……この局面ですでに潜在的にで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）はあるが再生産の内部では価値革命の条件が形成されつつあ った。」

　市場価値の低下は，主として新生産方法の導入によっ てもたらされる。それは，繁栄

局面でも行なわれるが，その最も強い動機が生じるのは恐慌からの脱出後の不況期にお

いてである。不況期に生ずる市場価値の低下にもかかわらず，繁栄局面ではこの市場価

値の水準を上回って市場価格が上昇する。松井氏は，この過程で旧資本価値が名目化す

るものととらえ，その名目化した旧資本価値額が信用恐慌によっ て破壊されるとしてい

る。

　これによっ て， 市場価格は新価値水準に引きつげられるものとされているが，それは

市場価格の低下として現われるはずである。しかし，貨幣 ・信用恐慌におげる債務の支

払い不能は，資本価値を破壊するものではあ っても，市場価格の低下を直接もたらすわ

げではない。市場価格の低下は，支抵い手段の獲得のための商品投げ売りによる販売競

争の結果生じ，それによっ て利潤率が低下するために債務の支払い不能が生ずる。貨幣

・信用恐院は，このような過程が累積的に生ずる中において，資本の破壌の一彩態とし

ての市場価格の低下を促進する作用を果たすのである 。

　市場価格が新価値水準に引きつげられる場合に，市場価格は新価値水準と一致する点

まで低下するわげではない。市場価値または市場調整的生産価格は，市場価格変動の重

心をなしているのであ って，恐慌の過程においては市場価格は市場価値よりも低下して

いるのである。このような市場価格の激しい低下は，貨幣 ・信用恐慌の累積的な作用の

結果生じたものにほかたらない 。

　松井氏は，信用恐慌が流通過程での契機によっ て生ずるとされている。「信用恐慌は

まず流通過程で実現の困難と現実資本の還流の遅延ないし困難を契機に表面化してく
４）

る。」実現の困難や現実資本の還流の遅延が生ずるとすれば，それはまず支払い手段の

欠乏という移態で生ずる。それは，ｒ貨幣資本の蓄積と現実資本の蓄積との不一致」の

拡大という資本蓄積の特有なメカニ ズムを基礎に，利子率の上昇として信用部面におい

て現われるのである。そして，債務の支払い不能は，この信用部面において現われた矛

盾が流通過程で現実化したものにほかならない。そして同時に，それによっ て支払い手

段の欠乏が解消され，貨幣 ・信用恐慌を引き起こした重要な要因の１つが取り除かれる

こととたるのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ２９）
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　貨幣 ・信用恐硫は，債務の支払い不能を累積的に生じさせることにより ，市場価格の

激しい低下をもたらすだげではなく ，消費需要の急激た縮小をもたらす。企業の破産に

よる失業の増大によっ て， 賃金総額が減少し，労働者の消費需要が縮小するのである 。

このことは資本家間の販売競争をいっそう激化させ，市場価格のいっそうの低下とそれ

による利潤率のいっそうの低下を引き起こす。そしてまた，それは資本（生産手段）の

遊休を促進し，あるいはその廃棄が行たわれる。資本の遊休は，縮小した消費需要に対

応して商品供給量を滅少させる。貨幣 ・信用恐慌は，この資本の遊休と廃棄という形態

での資本の破壊を促進することによっ て， それ自身の要因を取り除くことになるのであ

る。

　貨幣 ・信用恐慌の作用は不況の過程にも影響を及ぼす。恐慌の過程での資本の破壊が

債務の支払い不能，破産という形態で行なわれることにより ，支抵い手段の欠乏は一応

解消されている。それゆえ，債務の支払い不能が累積的に生ずることはない。しかし ，

生産の拡大は急速には進まない。それは，資本の破壊の過程への貨幣 ・信用恐慌の作用

が依然として残っているためである 。

　企業の破産による失業の増大のために，労働者の消費需要は縮小したままである。し

たがって，市場価格も低下したままであり ，利潤率も上昇したいので，資本の遊休は長

期化する。とはいえ，それ以上に消費需要が縮小することもなく市場価格や利潤率が低

下することもない。したカミっ て， ここで生じている資本の遊休は，供給過剰に対応する

供給量の縮小ではなく ，商品の需給関係カミその状態で均衡していることを意味する。こ

の資本の遊休は，それによっ て利潤を獲得しえないという意味で資本の過剰を表わして

いるが，それは恐硫の過程におげる資本の破壌としての資本の遊休とは異なっている 。

　商品在庫の減少とともに，やがて生産が徐々に拡大してゆく 。この時，商品の販売量

を拡大して利潤率を高めるために，再び資本家間の競争が展開される。それは商品販売

量拡大のための価格をめぐる競争であるが，恐慌の過程におげるような商品投げ売りに

よる競争ではたく ，新生産設備の導入による，費用価格の低下を通じての価格引き下げ

競争である 。

　こうした競争は，債務の支払い不能という形態での資本の破壌の結果，支払手段不足

が一応解消されているために可能なのである。また固定資本の減価という彩態での資本

の破壊がこれを促進する。その結果生ずる市場価格の低下は，同時に費用価格の低下を

伴っ ているために，利潤率の低下を生ずることはたい。むしろ，それは特別剰余価値を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３０）
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獲得して利潤率をいっそう高める結果をもたらす 。

　費用価格の低下に基づく市場価格の低下は，市場価値の急速な低下を伴っている。貨

幣・ 信用恐院の作用によっ て市場価格が激しく低下するために，利潤率は容易には上昇

せず，そのため，遊休資本の機能の再開による生産の拡大は進まない。そこで，生産性

の上昇に基づく市場価値の低下によっ て， このような条件のもとでも利潤率が高められ

るメカニ ズムが働くのである。貨幣 ・信用恐慌は，債務の支払い不能，破産という特有

の形態の資本の破壊を累積的に生ずることにより ，再生産過程を過度に収縮させる。そ

して，市場価格を過度に低下させたもとで，再生産の均衡の回復をもたらす。このよう

な利潤条件に適合するために，市場価値の低下が強制されることになる 。

　新生産設備の導入は生産手段に対する大きな需要をつくりだし，やがて消費需要をも

拡大し，生産の拡大を急速に促進してゆく 。それによって，新しい再生産条件の移成の

もとで，資本の蓄積が進展していくことになる 。

　貨幣 ・信用恐慌は，自由競争下の資本主義に特有た移態での資本の破壌をもたらし ，

またそのことによっ て， 不況期におげる特有なしかたでの生産の回復をもたらした。そ

れは，資本の破壌の累積的過程の作用によるものである。このような特有の作用は，自

由競争下の資本主義の貨幣 ・信用制度，すなわち免換銀行券制度とのかかわりを持って

いる。免換銀行券制度のもとでは，再生産過程におげる矛盾がまず信用部面に現われ ，

支払い手段の欠乏を生ずるのであり ，このことが貨幣 ・信用恐跣を引き起こすと同時

に， それによる特有な彩態での資本の破壊の累積的過程をもたらすのである 。

　　 １）松井安信『マノレクス信用論と金融政策』ミネ ノレヴ ァ書房，ユ９７３年，３２ぺ一ジ 。

　　２）　同上，３０ぺ一ジ 。

　　３）　同上，３１ぺ一ジ 。

　　４）　同上，３１ぺ一ジ 。

む　　す　　び

　自由競争下の資本主義において現われた資本の破壊は，現代資本主義のもとでのその

発現の条件に変化が生じている。その結果，自由競争下で見られた資本の破壊の諸形態

も大きく変化している。その最も大きな特長の１つは，かつてのような貨幣 ・信用恐慌

が見られなくな ったことであり ，そのことによっ て， 恐院の機能に大きな変化が生じて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ３１）



１３２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第１号）

いる 。

　貨幣 ・信用恐慌は，支払い手段の欠乏による債務の支払い不能，破産を累積的に引き

起こした。現代資本主義下においては，少なくとも独占企業は一部の例外を除いて，支

払い不能，破産に陥ることはなくな っている。このような移態での資本の破壌は，主と

して非独占企業で生じているが，独占企業での支抵い不能，破産が生じたくな ったこと

の結果として，非独占企業が連鎖的に支払い不能，破産に陥る危険性は小さくな ってい

る。 他方，非独占企業は独占企業の支配，収奪を受ける結果，特有た矛盾を抱えてい

る。

　貨幣 ・信用恐慌がみられなくな ったことより ，独占企業の破産による失業の増大も生

じなくなり ，その限りで消費需要の縮小も資本の遊休も生じなくな った。しかし，独占

的支配に基づく特有な消費需要の縮小が生じるようになり ，企業は操業度調整という形

態での資本の遊休を行なわざるをえず，これによる失業が生じるようにな った 。

　支払い手段の欠乏や消費需要の縮小が生じなくたったことにより ，市場価格の低下の

累積的過程も生じなくた った。独占資本間では独占価格が形成され，非独占資本におい

ても，イソフレーショソによっ て商品価格は上昇し続げている。このイソフレーショソ

は， 貨幣 ・信用恐慌が見られなくなった代わりに現われるようにたったものであり ，資

本蓄積過程で形成される矛盾は，自由競争下の恐硫におげる資本の破壊とは異な った他

の彩態をとっ て発現しているのである 。

　このような資本の破壌の形態におげる変化をもたらしたのは，独占的支配たらびに金

融資本の支配の成立にあり ，その変化の要因は独占的蓄積様式の検討によっ て解明され

なくてはならない。さらに，それと関連して，貨幣 ・信用制度におげる不換銀行券制度

への移行がこの独占的蓄積様式にもたらした作用が検討されなくてはたらない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９８７．　３ ．２０）

（１３２）


